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令和７年度 第２回小矢部市農山漁村再生可能エネルギー協議会 会議録 

 

１ 開催日時 令和 ８年 ２月 ４日（水） １６時００分～１７時４０分 

 

２ 開催場所 小矢部市民交流プラザ １０１会議室 

 

３ 出席者 

（１）協議会委員 

 富山国際大学現代社会学部 上坂 博亨 

小矢部市子撫地区振興会 林 俊信 

 小矢部市宮島地区振興会 山崎 賢司 

小矢部市石動東部地区振興会 松永 良成 

 HSE 株式会社 山形 秀紀 

（２）事務局 

 小矢部市産業建設部稲葉山牧野 場長 脊戸 栄 

 小矢部市産業建設部稲葉山牧野 場長補佐 上田 政勝 

（３）オブザーバー 

    富山県農林水産部農業技術課  沖村 重雄 

    北陸農政局生産部環境・技術課 鈴木 利男、井上 篤子 

（４）関係者 

株式会社日立パワーソリューションズ（２名） 

 

４ 配布資料 

  資料－１ 小矢部市農山漁村再生可能エネルギー協議会名簿 

  資料－２ 前回議事録 

  資料－３ 小矢部市農山漁村再生可能エネルギー協議会規約 修正案 

  資料－４ 基本計画２ 「再生可能エネルギー発電設備の整備を促進する区域」 

  資料－５ 基本計画５ 「再生可能エネルギー発電設備の整備と併せて促進する農林漁業の

健全な発展に資する取組に関する事項」 

 

５ 会議の内容 

１．開会のあいさつ 

 委員長 ・開会を宣言 

  

２．前回の議事録について 

 委員長 ・委員長より、前回議事録の説明。修正箇所の意見を委員に求める。 

 委員 ・修正箇所なし。 
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３．協議事項１ 

基本計画２ 「再生可能エネルギー発電設備の整備を促進する区域」 

設備整備者 〈再生可能エネルギー発電設備の整備を促進する区域について説明〉 

 委員 ・変電所用地は、基本計画に含めるのか？ 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ・基本計画に含めていただきたい。 

 設備整備者 ・承知した。 

  

 委員 ・風車が点在しているが、風車部材はどこを通ってくるのか。 

 設備整備者 ・田川地区側から必要な箇所を拡幅させていただき、稲葉山を上がる

ルートを予定している。 

 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ・牧場内の既存道路も拡幅するということか？ 

設備整備者 ・場合によっては拡幅をさせていただく予定である。牧草地を拡幅す

る場合は現況復旧を実施する。それ以外の箇所については、恒久的

とするか地権者と協議の上決定する。 

  

委員 ・今回整備を促進する区域に指定される計 2,000ｍ2については、牧草

地としての代替地を準備するのか？ 

設備整備者 ・代替地を準備する予定。 

 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ・牧草地自体は代替地を確保できれば問題ない。 

  

委員長 ・風車は牧草地の中に設置され、工事時の道路は現況復旧するとのこ

とであるが、メンテナンス時の道路はどのような計画か？ 

 設備整備者 ・メンテナンス時においては管理用道路を、牧草地内を通すのか、牧

草地の端に用地を確保するかについて牧場側と協議中である。 

 委員長 ・稲葉山を上がっていく道路もそうだが、拡幅を復旧してしまうとメ

ンテナンス時に困ってしまうのではと思うがいかがか？ 

 設備整備者 ・大型部品の交換が発生した場合は、再度拡幅が必要になる箇所が発

生する可能性がある。 

委員長 ・風車のメンテナンスの際にクレーン等を用いた羽根を外しての点

検はあるのか？ 

 設備整備者 ・基本的には発生しない。羽根の点検はロープワーク等で対応してい

る。 

 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ・作業の際に牧草の上に鉄板のみ敷かれた場合でも、牧草がダメにな

ってしまうこともあるので、牧場側とよく話をして進めていただき

たい。 

  

４．協議事項２ 

基本計画５ 「再生可能エネルギー発電設備の整備と併せて促進する農林漁業の健全な発

展に資する取組に関する事項」 

 事務局 〈再生可能エネルギー発電設備の整備と併せて促進する農林漁業の
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健全な発展に資する取組に関する事項について説明〉 

 委員長 ・住民と設備整備者にてどのようにして協力体制を築いて行くかを

考えていきたい。第一回目では、地元住民が参画し、風力発電パー

クのような形にして、風力発電所ができる過程を記録していく等の

案が出た。委員の皆様に案出しをお願いしたい。 

委員 ・風力発電パークのような形で整備することを希望している。 

・建設工事や維持管理においてもできる限り地元に落としてほしい。 

・地元住民としては、市と協力して将来地元に残るようなものにして

もらいたい。拡幅して単に戻すのではなく、長期的な目線でみて仮

設ではなく恒久的に使用することを見越して計画いただきたい。造

成をして、元に戻すということは無駄な作業に思われる。 

委員 ・観光地として整備されることを希望している。 

・アウトレットがあるので、市外、県外から来た観光客を稲葉山に呼

び込めるようにしたい。過去には稲葉山にロープウェイを設置する

案もあった。どうにか観光に寄与いただけるよう案を考えたい。 

  

 委員長 ・地域貢献の例としてはどのようなものがあるか？ 

 設備整備者 ・風車の除草等を地元の町内会へ依頼したり、地元のお祭りに参加し

たりする事例がある。 

  

委員 ・担い手不足が問題と考えている。用水路の泥のくみ上げや草刈り等

について、仕事量は減らずに担い手のみ不足していく状況。機械導

入の助成や防草シート等の整備助成も含めて検討いただきたい。 

・他県の事例を含めて具体的な事例を基に取捨選択する方が良いと

考えている。 

  

 委員長 ・基本計画では、大まかな方針を決めて、具体的な詳細は今後継続し

ていく協議会にて進めていくことでいかがか。 

・風力発電のエネルギーと利益により、小矢部市をどのように発展さ

せていくかを考えていきたい 

  

 副委員長 ・道の駅を再整備する話がある。そのような情報を取り入れ小矢部市

も協力の上、いいものを作り上げられたらと思う。 

  

委員 ・管理事務所は作られるのか？ 

 設備整備者 ・建設の際は現場事務所を設置する。運転開始後に常駐をするような

管理事務所の設置については、現状考えていない。 

 委員 ・現場事務所を恒久的に残すことについても検討いただきたい。頂上

付近は観光施設が少ないため、市も協力して地産地消につながるよ

うな施設としてうまく活用できればと思っている。 
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 副委員長 ・稲葉山は富山県の百山の一つ。頂上から立山連峰から白山連邦まで

一望できる。 

 委員長 ・本法律を小矢部市が盛り上がっていくためのいい起爆剤として、使

用させていただくことが良いと考えている。地元住民と事業者で一

緒に作り上げていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


